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2015.3.29[土]14:00～ 16:00

佐々木英明

降冊,1記な剛」

「寺山修司生誕80年にあたつて」
会場―寺山修司記念館 Tt1 0,76593434

●第1回籠座 ―――――――

●第2回講座

2015。 9.26[土 ]14:00～ 16:00

中里茉dil子 は人五
"全
全氏]

「語り継がれ読み継がれてゆく寺山短歌」
会場‐寺山修司記念館 Td 0176 59 3434

2015.12.131日114:00～ 16:00

増田セバスチヤン

「寺山修司との出会いの意味」
会場―三沢市商工会館 Td 0176 53 2175

●第5回節座

―2016.1.23[+114:0()～ 16:00

穂村弘 [歌人]

「寺山短歌の新しい解釈J
会場‐三沢市公会堂 T"0176538711

笹目浩之

隈i編
フ→
¬

●

"6回
凛鷹 (最掟 )

2016.2.271上 114:00～ 16:00

2015.10.31[土 ]14:00～ 16:00

世良啓 [作家J

「『寺山修司のラブンター』を読む」
会場‐三沢市総合社会IIH祉センター■ 0176518770

2015.11.21『土]14:00～ 16:00

金澤茂 [,凛士J

I「修司断章～青森高校物語」
会場‐三沢市商工会館 Td 0176 53 2175

佐々本英明

[最器を.3`念館飢工]

「寺山俳句の時代背景」
会場‐三沢市公会堂た 。176538711

3回以上参加で、第 6回講座 (最終 )の出席者には

修了証と記念品を差し上げます。
お問合せ ―― ―

三沢市寺山修司記念館   寺山修司五月会事務局
Te1 0176 59 3434(900～ 1700)青森県三沢市大学三沢字淋代平1162955
shuli trayama@mctvnet ne,p

主催 :寺山修司二月会 共催 :二択市寺山修司記念館 /テラヤマワールド

受講料無料 !! どなたでも、自由にご参加できます。



寺山修司市民大学について

「キ 中多司市民大学 は、郷 1:=沢のiか りである十 コ修司をもっとよく知っても

らいたいと2009年に開校されました。

歌llが建立され、「J念

“

はできた。でも、当時、まだ+口 m多司は名声だけが先

行し、三沢市民にとってなじみのうすいものでした。多くの市民にかれの作人な

業llにどうす′ιば伝えられるのが、どうすればその難解とされる作iデ,群 に規しん

でもらえるのか.

寺 修■1の「司fIN■たちを1ルさに構成される「キ||口,司■月会Jは考えました。
itl m多 司はただ難しいだけじゃない。ひとびとのこころに訴えかける切実でや

さしい心情から出発したのだと,■沢の地の記憶から、かれは円:界へ飛び出して

行ったのだと。わたしたちにもまだかれのことはわからない,あるいはかれは永遠

の謎なのかもしれない。であれば、ますわたしたちがかれのことをもっと共1ろ う

じゃないか,そうだ、わたしたちといっしょに楽しく学べる場、かれの名を冠した市

民のための「市民大学 J。そこから

"一
歩をはじめてみようじゃないか。

キ●修ilゆかりの|れ口

'阿

[をおI・ きし、かれの作品をわかりやすく角

“

おtしてもら

おう、かれとおなじときを過ごしたひとたちに、かれの人hl、かれの1:な どをときに

冗談っなくi舌してもらおう。わたしたちは,見る。月るい′F後の教室で、ときにI民気

にあわれなから、ときに笑いの

'I'に

巻き込まれながら、キIm多司とぃぅひとがどん

な人生を歩んできたのが、どんなとしみや希望かかれの作品を上み出して来たの

か、/cれを少しでも共イiできることを,

これまでの6年「‖、「十山修司市民人'FJでは、歌人、俳人、演劇、映1"の ■係

者、またそのrll究者など多彩な講師の方 を々お招きし、キI中

'司

にまつわる興味

深いエヒソードをましえたllひろいi湾庄を展開してきました。受講者も年 増々え、

少しずつですがキ1lm多 FJは確実に市民の.t●いたに浸透して来ています。「わた

したちはどこからやって来て、どこへ11かおうとしているのかJ。・
=山
,多 司は問い

かけるひとです。そして、いまこうして1:きていることをたえず伝えようとしてきた

ひとです。大切なのは
'1解
することではなく、かれを、かれが生きたIt代を、そし

てわたしたらが:Lきている時代を感じることだろうと思います。寺口巾多・lをもっと

'[に
。そうです."にいて、ちょっと淋しそうにしている、まるで気心の

'1れ

た友

たちのように.

さあ、今年も8月 29日、「十山修 」li民 人キJがいよいよ開講します。みなさま、

こそってのご参力1を .

寺山修司五月会について

「 十1修 J′ iサ j会 Jよ 1990年

",、

それまでの「文十砕建■発起大会 |に イヽわって1'ウ され

ました 歌rl・
7・■tと いう大きな役 llを来たし、次なる 標、「 十ⅢⅢ多 1記念

“

JII設へ11かって

のた l・ i'解消てした.111多 Jとは,i11本小予校、1・子校で「1級 11窓だったひとたち力●「 心

ですが、最近は十1修 1に 卸心を11つ さらに′

'い

|[`ヽの公す(も増えてきています.■ |■公

``数30名 .1997■ のIJO前
'1,没

後も

'l ltの ``J歌

標
`没
F:、「せ念niィ ベントのリボート、lj民 人

'rゆか
'の

lt標泄蔵11、 十

"資

11な ど ,1多 Jを :|(li民 に浸透させようとするきまざま
なボランティアi`jlを行っています.

中11茉莉 r″,,さとよりこ)

1945年 旧満州生■れ 23歳 より牛摯を始・|る 青森県歌 1■新人賞 青森具L
歌賞 全国万■短歌大会最優秀首 小可ゲ ん全日短歌大会最優秀● まひる

野賞 十:1臣 市 Xイ

`官

Jとを受営 現在現イt歌 人壼会会員 十 ,16市 文化協

会副会 長 十和 田●歌
=会
長 まひる・ T青 苺十和国会更部長 寺山修 司五月

会会長 苫書に歌隼 1月
=の
自転車J「者まで」請隻「手のけらの声」「群青J平

成23年 1月第3歌Ⅲ●出版予定

Itlt啓にらり■

青キ県弘前両出身 ■
=2011年

1 「ヽi「ロレクトライフJて 旱1回東興文字賞

大首を■首 証作のほか青.・県・
●文ケ青や郷上史について調査 :]"■■4`

詞生証地や父八ユ8を :F査した「寺山忙両リアル出生諄 (|1奥 氣国 6号 )津
軽のこきムを,●た大‖売を描いた「古,3社ケラ吻:i～ アート&クラフツの先駆

者 大1亮―J喘奥新苺[凛 ll)● と 弘前ペレクラフ全員 寺山修司話念配研
究員 藤崎日な

`■

全浮茂Ⅲ
=ざ
わしける,

1986年 3月 青 ..市 生 まれ ,`イ 1局 邸 政局 耶政 本 省勤 務 を経 て弁 :t士

(1967年 ～)野 臨 ■■ 青▲高校 て寺山修 司と同 11青 森高新間部に所属
(■ 山も,元青森県弁FI士会長 元業it弁護士連合会長 寺山修●禁 1986

年 -1003年 ,実 行委員 著苦|に 司断童 (■ ■版 2006年 )青 ,高校物
語 (|:方 析,11988年 , 弁護士の千帖 (北方新社 千985年)'ェルソフイ
リヘの小さな旅 (1`の街社 2003年 ,仕

増い|セ ′ヽステャン(ますたtはすち●ん

アートティレクター アーティスト ■■ ,wol文イヒをコンテクストとした,'― ティスト
アートティレクター 1995年に S●●、●lo●o Kow,1'コ ンセブトのショ,'
16・.DOK100K[を 原イ肯にオーフレ き、|リ ー|よ

“

0(ま み 「́PONPONPON[llV

・
●美術で日界

'|に

七日され 六本ホ ビルスのクリスマスツリーや原
=耐
元案内所

・
●世昇時 :十のモニュメントなど■制作 2014年

'=ニ
ュー
=―
クを型,1にアーテ′ス

ト■動を贋間■

穂||′ム(ほむらひろし
'

ユ人 日経新聞議l●選青 1962年 1「生まれ 著書に ラインマーカーズ 世
界音● に,●記 1本当はI.llう んた日富F‐ 絶叫委員会 '蚊が

いる なと 短
歌のた人 【第19ロイ,藤整文■賞「楽しい一日|で第44回

"乳
ら1■賞 木内

逮Jとの絵本 あかにんじ, て第4Fようちえん資本大賞|=;1賞
`受
百 近キ1に

宇諄■■良とのはヽ 森人たち  ,くの短歌ノート,ある

京It久美(き めヽ ひさよい

1966年青薇市生まれ 中 ●2年のとさ ■ 山にヨと同学級口
'り

字級文書難

計の編隼等で文芸イ1間 としての親 交が ましまる 高イ
'[1 lt東

具 R報紙面に宇

生1駒欄が設けられたことを機に お■||「句にのめりこみ な 内に11彦 |1句会
を設立し,|.t「 青い森k発行 更にl.和29年寺山と全国の高,生に呼びか
け今回十代||・l研究.t「牧+|||“ 千」し編集発行,る 現在 |1記「●程 |

「需帷摯JJ所属し句作活動鵠 t,ている

● :J,告之 |さき, ひ̈ き,

1963年生まれ ,●県出身 1987年 に株式会社ホスター′リ ス カレハ=― 設
立 90年より演劇 II画祭 イヽシトの企画 宣伝 ,「デュ スも多数手 ,けう
現tオ+式各 |テう .ヽマ ワールトのlt表取締

`,と

して ■ IⅢ
=貫
の著作権青聟

及 0三 沢市千山,=司記念館の指定管理 者 (2009年 から 蝙言 =シ十バン
ア ウ,シキ ●ルト アンクラ演●‖禁イ

「
ボスター100 1ど ]に  十スターを鮎って

■きてきた ●l_も ,すイ,も考えないイ,戦 ζ人 嬌 鹿にされても手
'1で

生きてい

(高  寺山
“

司とホメター貼
'Jと

佐 木々英り1にさ えtめ |ヽ

1948年 育|1県 +内町出身 詩 人 1968年県立青|1高校を卒業し ■山 4ま司
が主宰する■

“

実験壼『天丼棧・ IJ=姜 オ]舞台i書を捨てよ 町へ出ようJ叫直
「書を措てよ町へ出ようJレ [宗‖ l lll片 戦争 1他に出演 1972年 天丼■萩
退口 1987年帰郷 現在 1:,イ|に励みつつ 朗計会 湊

` 
講演tとのi舌動を

,青力的につつけている 詩要「登
=つ
いてJ(1993年

'「
しを開さすJ(1996

年,Iヽ ll集 J(2010年 )がある 2012年 4月 より三沢市寺山,`司 記念館錠長

寺 山イ多口〕
生 jL 80年


